
2012 年 12 月 3日・西日本新聞　読者文芸欄では

宮﨑睦子詩集『美しい人生』

鹿児島県種子島生まれ、福岡市在住の著者は詩人であり、画家、歌人でもある。この詩集には個人誌「心の

雫」の第１～４集に載せたものと、その後の作品を収録した。著者は今年、絵本、画集、歌集を出版し個展を

開くなど多彩な活動を形にしている。

〈どうして／泣くのかな／／（中略）あなたが／生きる為に／全力で全力で／走り続けているのが／何だか／

冬の花火のようで／／涙がこぼれるのです〉（「冬の花火」より）

と紹介されています。


